　　　　　　　　　　　　　　大学発ベンチャー創出とビジネス環境因子の相関に関する分析
石井力重（東北大学　大学院工学研究科　技術社会システム専攻）
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１．はじめに
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北海道 17 12 4 1 0 4 2 2

青森県 1 0 1 1 0 0 0 0

岩手県 3 0 0 2 1 0 0 2

宮城県 6 1 2 2 2 1 0 1

秋田県 2 0 0 0 1 0 0 1

山形県 2 1 0 0 0 1 0 0

福島県 6 0 2 3 0 0 0 2

茨城県 12 5 1 2 3 4 2 0

栃木県 1 0 0 0 1 0 0 0

群馬県 4 2 0 0 0 1 1 1

埼玉県 11 1 2 1 0 6 0 2

千葉県 8 5 0 1 3 2 0 0

東京都 164 28 6 65 12 22 4 62

神奈川県 28 6 1 6 5 3 1 10

新潟県 3 0 0 0 2 1 0 2

富山県 0 0 0 0 0 0 0 0

石川県 3 0 0 0 1 1 0 1

福井県 0 0 0 0 0 0 0 0

山梨県 3 0 0 0 0 0 0 0

長野県 0 0 0 0 0 0 0 0

岐阜県 2 1 0 0 1 0 1 0

静岡県 4 1 0 0 0 0 0 3

愛知県 8 1 0 1 2 2 1 1

三重県 0 0 0 0 0 0 0 0

滋賀県 8 3 0 1 3 2 0 2

京都府 18 7 2 1 5 2 0 4

大阪府 19 8 1 2 4 5 2 4

兵庫県 7 5 0 2 0 1 0 2

奈良県 0 0 0 0 0 0 0 0

和歌山県 3 2 0 1 0 0 0 0

鳥取県 1 0 0 1 0 0 0 0

島根県 2 0 1 1 0 0 0 1

岡山県 7 2 0 2 0 1 0 1

広島県 7 4 0 2 2 1 0 0

山口県 3 0 0 1 1 1 0 1

徳島県 2 0 0 1 0 1 0 0

香川県 4 0 1 2 1 0 0 2

愛媛県 0 0 0 0 0 0 0 0

高知県 3 1 0 0 0 0 2 1

福岡県 20 2 6 10 0 3 3 6

佐賀県 1 0 0 0 1 0 0 0

長崎県 0 0 0 0 0 0 0 0

熊本県 1 1 0 0 0 0 0 0

大分県 2 0 0 1 0 1 1 0

宮崎県 1 0 0 0 0 1 0 0

鹿児島県 3 0 0 1 0 0 0 2

沖縄県 1 0 1 1 0 0 0 0

401 99 31 115 51 67 20 116

（注）事業内容が複数の分野に跨る企業が存在するため、

　　　各分野別企業数の合計は、総企業数を上回る。
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7事業分野

　景気回復が急務である我が国では、科学技術を活かした付加価値の高い新産業の創出が求められている。その原動力として期待されるのが、イノベーションの担い手である大学発ベンチャーである。ベンチャー創出には、様々な経営資源の確保、事業のインフラ、顧客といったビジネス環境が重要であり、多くの事例では、大学発ベンチャーが立地する地域の産業・大学・行政等が、インキュベータとしての役割を果たしている。こうしたことに関する詳細な研究は、まだ限られた数しかないが、今後、大学発ベンチャーの創出及び事業の成功に向け、各地域の資源に応じた戦略的な支援活動が重要性を増す中で、その判断材料になる知見の創出がますます強く求められている。

　本研究では、”一体どのようなビジネス環境要因が、大学発ベンチャー創出に強く影響を与えているのだろうか”ということを、大学発ベンチャーを取り巻くビジネス環境の各因子を用いて、定量的に分析した。その結果、地域の「3次産業規模」「大学高専」「TLO」などに大学発ベンチャーとの高い相関が見られることが分かった。更に、大学発ベンチャーを重点4分野にのっとった事業分野（バイオ、IT、･･･）に分類し分析した結果、「同じ大学発ベンチャーといえども、事業分野によって、相関の高い環境要因は異なる」「サイエンスをビジネスにつなぐ担い手である大学発ベンチャーには、サイエンスリンケージに見られる特徴に似た傾向がある」ということが示された。
２．研究の方法と分析
　大学発ベンチャー創出に影響を与えると考えられる環境因子として地域産業・地域の知的資源・地域政策・地域の支援機関の各分野から因子を選び出し、その都道府県別データと、大学発ベンチャーの都道府県別データとの相関を算出する、という方法をとった。各環境因子を表す数値データとして具体的には次のデータを採用した。

　地域産業として「1次産業」「2次産業」「3次産業」の各事業所数 を用いた。地域の知的資源としては「大学高専」の数を用いた。地域政策としてはその地域がいかに産学連携等に意欲的であるかという度合いを表す指標として「経済産業省系プロジェクト」「文部科学省系プロジェクト」の採択数を用いた。地域の支援機関としては、大学発ベンチャーが生まれて成長していく各過程をサポートする機関として「共同研究センタ」「TLO」「インキュベータ」「公設試」を採用した。

　分析に用いた大学発ベンチャーのデータは、2通りある。799社データ（2004年4月に経済産業省が発表した報告書：以下”799社データ”と称する）と401社データ（同時期 DNDサイトにて公表された大学発ベンチャーDB：以下”401社データ”と称する）。今回の分析ではこの401社データを主に用いた。このデータを用いた理由は2つある。一つは、これらは”データ公開可”という企業グループであり、大学発ベンチャーの中でも事業化が比較的進展している企業群と考えられること。もう一つは、幸いなことに、経産省発表の799社データと比較して、都道府県別の分布、事業分野別の分布の構造が、比較的似ていること。このことから、公表401社データは、事業化フェーズの進んだ大学発ベンチャーを全国からバランスよく抽出したものと位置づけられる。

　401社データと、10環境因子の都道府県別データと、その相関係数を計算したものが、図表１である。このデータによると、大学発ベンチャーと相関の”特に高い”環境因子は「3次産業」「大学高専」「TLO」となっている。次に”やや相関が高い”因子は「共同研究センタ」「経産省系プロジェクト」「インキュベータ」「2次産業」となっている。逆にほとんど相関が見られないのが「公設試」「文科省系プロジェクト」「1次産業」であった。（図表１ グラフ参照）
　次に、401社データを7事業分野に分類した。事業分類の具体的な項目は経産省の報告書にあわせて「バイオ・医療」「ITハードウエア」「ITソフトウエア」「素材・材料」「機械・装置」「環境」「その他の事業分野」の7分野とした。これは、重点4分野であるBT（バイオ）、NT（ナノテク）、IT、ET（環境）との対応で言えば、基盤的技術で[image: image4.wmf]図表4．事業分野毎の地域環境相関トップ3
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2のような対応になる。分類作業は、DNDの401社DBの情報と、各社WEBサイトを1社ずつ閲覧して分類作業を行った。ホームページの無い企業の場合は、地域の支援機関や大学等のベンチャー紹介記事等を参照した。分類作業は、2005年3月18日～29日の期間に実施した。分類結果は、図表3のようになった。（事業分野の比率は、バイオ分野比率に多少違いが見られたものの799社データと似た構図を示していた。）

　次に、各事業分野の大学発ベンチャーの数データを用いて、左記の環境因子との相関を算出した。（※現在の大学発ベンチャーの数では環境分野などはサンプル数が少ないため相関係数の計算には十分ではなく、算出された相関係数は、目安という位置づけになる。なお相関の程度を確認するために、全パターンに対し分散図をプロットし、相関係数の大小に対応した一定の傾向があることを確認した。）図表4に事業分野毎の環境因子との相関トップ3を示す。「バイオ分野では、相関が最も強いのは、大学高専」であるのに対して、「環境分野では、相関が最も強いのは、3次産業」となるなど、事業分野によってベンチャー創出に相関の高い環境因子が異なる、ということが分かった。

　更に同データを組みなおして、相関の強かった環境因子について、どの事業分野に強く効いているのかを、分析した。結果を図表5に示す。その結果、興味深い複数のデータが得られた。特に、大学高専の相関の高さには、BT＞ITｿﾌﾄ＞ETというサイエンスリンケージに似た傾向が見られた。（※NT関連分野は基盤的技術であるため様々な順番に入っているため除いた。「その他の事業」分野も除いた）これは大学とイノベーションの担い手である大学発ベンチャーの間にもサイエンスリンケージに似た傾向が見られることを意味している。
３．結論
　今回の研究から（１）大学発ベンチャーの創出に影響を与えると考えられる各環境因子の相関の度合いがわかった。相関の特に高い環境因子は「3次産業」「大学高専」「TLO」。次に”やや相関の高い”因子は「共同研究センタ」「経産省系プロジェクト」「インキュベータ」「2次産業」。逆にほとんど相関が見られないのが「公設試」「文科省系プロジェクト」「1次産業」。
２）事業分野別に見た場合は、「バイオ分野では、相関が最も強いのは、大学高専」であるのに対して、「環境分野では、相関が最も強いのは、3次産業」となるなど、事業分野によって、ベンチャー創出に相関の高い環境因子が異なることが分かった。
３）大学高専の相関の高さには、BT＞ITｿﾌﾄ＞ETというサイエンスリンケージに似た傾向が見られた。「科学と産業の関係性はどうであるのか」サイエンスリンケージの原義に戻りって考えると、大学とイノベーションの担い手ある大学発ベンチャーの関係に同様の傾向が見られるのも納得が行く。大学発ベンチャーが科学を事業にしてゆく存在ならではの傾向といえるだろう。このような特性が成長段階でも強く影響するならば、他のベンチャー群とは異なる発展を遂げる可能性も考えられる。

　地域の産学連携等の関係者が、自地域の資源を分析し戦略的にベンチャー創出を行うにはどの分野のベンチャー育成に注力するべきかという検討に対して、本研究がわずかにでも貢献できるならば幸いである。また、起業家人材がオフィスの立地を検討する際に、大学の近隣にオフィスを構えるべきか、大都市圏にオフィスを構えるべきか、自分の事業分野にあった立地を検討する際に、わずかにでも貢献できるならば幸いである。
参考文献（一部のみ掲載。詳細は発表の際にご紹介します。）

大学発ベンチャー支援サイト（DND)　http://dnd.rieti.go.jp/

玉田俊平太・児玉文雄 他「重点4技術分野におけるｻｲｴﾝｽﾘﾝｹｰｼﾞ
　の計測」RIETI Discussion Paper Series、2003年11月

石井力重「大学発ベンチャー創出と地域環境に関する分析」研究・
　技術計画学会第19回講演要旨集、2004年10月












